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第2章 上里町の概要 

２.1 地勢 

本町は、関東平野の内陸地、都心から 85 キロメートル圏内にあり、埼玉県の最北

端に位置します。広さは南北 5.5ｋｍ、東西 6.0ｋｍ、総面積約 29.18ｋｍ2で、周

囲は烏川、神流川を境に群馬県の高崎市、藤岡市、玉村町が接し南東部には神川町、

本庄市が隣接しています。 

地形は本庄台地からなる台地と沖積低地により構成され、広大な関東平野の一部を

なす平坦地となっています。 

交通網は町の中央をＪＲ高崎線と関越自動車道が東西に横断しており、その北部に

国道 17 号、南部にはＪＲ上越新幹線と国道 254 号が走り、また上里スマートインタ

ーチェンジも開通し都心や上信越に向けて交通網が発達しています。さらには国道 17

号バイパス（本庄道路）の整備が計画されています。 

農地が町全土の約 45％を占めておりますが、神保原駅周辺、東部には住宅が密集し、

市街地化が進んでいます。 

図表 2.1.1 上里町の地勢 
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２.２ 人口

本町は、昭和 29 年に賀美村、長幡村、七本木村、神保原村の 4つの村が合併し上

里村となり、昭和 46年に町制を施行して現在の上里町になりました。昭和 46年当

時の総人口は、16,047 人ですがその後 34年経過した平成 17 年には、31,611 人

と、ほぼ 2倍になっています。その後、平成 25 年には、31,700 人になり横這いを

示しています。(図表 2.2.1)また、平成 25 年度における年齢別人口構成は、過去 18

年間で、年少人口は、26％減、生産年齢人口は、7％減、高齢者人口は 81％増にな

っています。(図表 2.2.2) 

図表 2.2.1 人口推移

図表 2.2.2 年齢階層別人口の動き
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２.３ 産業

本町の平成 25 年度の町内総生産は、約 969.7 億円となり、前年度比 9％増になっ

ています。産業別には、第一次産業が約 5％増、第二次産業が約 31％増、第三次産業

が約 6％減になり、第一次産業(農林業等)と第二次産業(製造業、建設業、工業等)に比

べて第三次産業(飲食、医療、介護等)の増加が大きくなっています。 

図表 2.3.1 町内総生産の推移 

２.４ 降水量 

本町は内陸性の太平洋側にあり、夏季には多雨多湿になり、冬季には少雨乾燥の気候

です。本町付近の降水量(平成26年)では、埼玉県平均約1,570mmに対し1,398.5mm

（寄居）となっています。 

図表 2.4.1 上里町付近の地域気象観測所による年間降水量(平成 26 年) 
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２.５ 関連する計画の策定状況 

本ビジョンは、県及び町で策定している計画と密接な関係があります。そのため、

策定している計画について、本ビジョンに関連するものを以下に示します。 

1）埼玉県水道整備基本構想(平成 23 年 3 月) 

埼玉県の推進する主要目標や対策のあり方や県内各地域の発展整備の基本方針

を明確にしています。具体的には、水道の広域的整備を円滑に推進するため、地

形的・社会的条件との一体性を考慮して、埼央広域水道圏と秩父広域水道圏の 2

つに大別しています。その内、埼央広域水道圏を 11 ブロックに細分化し、各広

域化方策に取り組んでいくこととしています。 

図表 2.5.1 広域化ブロック図 

図表 2.5.2 各ブロックの構成水道事業者 

                       資料：埼玉県水道整備基本計画 
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2）上里町水道事業経営変更認可申請書（第 1次拡張）(平成 8 年 3 月) 

 全町を給水区域として昭和 63 年 3月に、計画給水人口 28,000 人、計画一日

最大給水量 14,000ｍ3の創設認可を受けました。その後、給水人口の増加に伴い

使用水量が増加したため、平成 8年 3 月に第 1 次拡張事業として計画給水人口

34,100 人、計画一日最大給水量 19,800ｍ3の認可を受け現在に至っています。
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